
   

 令和２年５月１日 

臨時休校延長・・・ 
臨時休校延長が決定しました。学校再開がまた遠のいてしまったことは本当に残念です。６月１日から学

校再開が本当にできることを願うばかりです。 

学級担任より各ご家庭に電話連絡をさせていただきました。ほんの短い時間ですが、子どもや保護者の皆

様とお話させていただくことで、担任は安心感とともに嬉しい気持ちになりました。ありがとうございまし

た。その中で、再開後の学習等について心配されているご意見もありました。保護者として、当然の思いで

す。学校として、現在も進めていますが、再開後の授業時数の確保、授業を進めるにあたって、全体計画を

見直すこと、行事内容の見直し等、やるべきことに取り組んでいきます。 

学習課題を届けるために各ご家庭をまわった時に、子どもから手紙をもらったことを聞きました。そのこ

とを話す職員の顔は嬉しさいっぱいでした。 

「教師の笑顔⇔笑顔の子どもたち」教師が楽しそうにしていれば、子どもたちも楽しくなる。教師の笑顔が

笑顔の子どもたちを育てると思います。一方、教師も子どもたちの笑顔に助けられています。子どもたちの

笑顔が教師にとって一番の喜びです。そのような子どもたちとの学校生活を思い描きながら、再開の日に向

けて、一日一日を大切に過ごしていきます。 

 

さて、児童の皆さん、毎日の生活はどうですか。めあてを決めて振り返ることはできていますか。普段な

ら当たり前にあった学校生活というものがなくなった日々の中で何か学んだことはありますか。今は感染

予防が第一ですが、子どもなりに密を避ける生活はできていますか。これをすれば密になるなあと考えられ

るようになりましたか。「これをすればどうなるのか。」、「だから、これは止めておこう。」といった判断力

であったり、想像力であったり、「今日はこれをする。」、「今日はここまでする。」といった自己決定力であ

ったり、そのような力が今の不自由な生活の中で身につけられる機会なのかもしれません。これからも頑張

ってくださいね！ 

保護者の皆様、臨時休校が延長されたことにより、引き続き、大変なご負担をおかけします。繰り返しに

なりますが、感染予防を第一に、私たち一人一人ができることを続けていきましょう。よろしくお願いしま

す。 

それから、この度の事態により、私が気にかかっているのは、感染拡大による偏見や差別の問題です。不

確かな情報に基づいた不当な差別、偏見、いじめ等の人権侵害は絶対にあってはならないことです。患者や

その家族、医療従事者やその家族といった方々への差別的な言動が問題になっています。真偽に関係なく、

多くの情報が溢れている今、何が正しくて、何が間違っているのか、一人一人がきちんと判断することが求

められています。噂やデマに踊らされることのないよう、一人一人が互いを尊重し、冷静に行動できるよう

努めていきたいものです。 

できることを続け、お互いに気をつけて、頑張っていきましょう！ 

・密にならないよう気をつけましょう。－友だちと頭を突き合わせて遊んだりしていませんか。 

                     外であっても、集団で遊んだりしていませんか。 

・不要不急の外出は止めましょう。      

・石鹸を使った手洗いを続けましょう。 

・早寝・早起きなどの規則正しい生活を続けましょう。 

・自宅でできる体操など適度な運動を続けましょう。 


